
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
床面に敷設した温水配管内へ温水を循環させて する循環手段と、前記床面の温度を
検出する 検出手段と、設定床温となる温度を任意に設定可能な 設定手段と
、前記 検出手段によって検出する床温が前記 設定手段によって設定された
温度となるように前記循環手段を制御する床暖房制御手段と、を含む床暖房装置であって
、設定床温として予め定めている所定の温度範囲内の温度が記憶されている記憶手段と、
前記 設定手段により設定された温度と前記記憶手段に記憶されている温度の何れ
か一方を前記設定床温として選択して設定する選択手段

を含むことを特徴とする床暖
房装置。
【請求項２】
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床暖房
床温度 床暖温度

床温度 床暖温度

床暖温度
と、前記記憶手段に記憶されてい

る温度が選択手段によって設定床温として選択されているとき、この選択された設定床温
を予め定めている所定の温度範囲で変化させる調整手段と、

室内ユニットに設けた放熱器内を循環する温水によって加熱した空気を室内へ吹出すこと
により室温が設定室温となるように空調暖房する空気調和機と、床面に敷設した温水配管
内へ温水を循環させることにより床面の温度が設定床温となるように床暖房する床暖房装
置と、を含む暖房システムであって、設定室温及び設定床温となる温度のそれぞれを任意
の温度に設定可能な室温設定手段及び床暖温度設定手段と、設定室温及び設定床温として
予め定めている所定の温度範囲の温度がそれぞれ記憶されている記憶手段と、前記室温設
定手段及び床暖温度設定手段によりそれぞれ設定された温度と前記記憶手段に記憶されて



【発明の詳細な説明】
【発明の属する技術分野】
【０００１】
本発明は、温水によって室内を床面から暖房する床暖房装置及び、床暖房装置と室内ユニ
ットから温風を吹出して暖房を行う空気調和機を備えた暖房システムに関する。
【従来の技術】
【０００２】
近年、空気調和機（以下「エアコン」と言う）の普及に伴い、室内の暖房もエアコンによ
って行われることが多くなっている。エアコンには、冷媒を用いた冷凍サイクルによって
冷暖房運転を行う一般的なものに加えて、温水を用いて室内の暖房を行う温水空気調和機
（以下「温水エアコン」と言う）がある。
【０００３】
温水エアコンでは、室内ユニットに、冷房時に用いる冷媒用の熱交換器（蒸発器）と共に
温水熱交換器（放熱器）が設けられており、室外に配置される熱源ユニットによって生成
した温水を室内ユニットの放熱器との間で循環させることにより、放熱器を通過して室内
へ吹出される空気を加熱して暖房するようになっている。このような温水エアコンにおい
ても、設定温度は勿論、風量、風向等を好みに応じて設定する所謂マニュアル運転モード
に加えて、室内が設定室温となるように風量や風向及び空調能力を制御する自動運転モー
ドが設けられている。
【０００４】
一方、 装置には、床面に敷設した温水チューブ内へ温水を循環させることにより室
内を床面から暖房する床暖房マットなどがある。床暖房マットには、例えば暖房能力を「
高」、「中」、「低」の３段階に変更できるものがあり

、選択された暖房能力に応じて所定の時間内で温水を循環させるとき
のオン時間とオフ時間の比であるデューテー比が変更される。すなわち、「低」に設定さ
れたときには、温水を循環させている時間であるオン時間が短くなるようにデューテー比
を変更して暖房能力を下げ、「高」に設定されたときには、オン時間が長くなるようにデ
ューテー比を変更して暖房能力を大きくする。
【０００５】
また、床暖房マットでは、暖房する床面の温度を検出し、この検出温度と設定温度（設定
床温）の温度差に基づいてデューテー比を変更することにより、床面の温度を設定床温に
保つことができる。
【０００６】
ところで、設定床温に基づいて床暖房を行う床暖房マットでは、好みに応じて床面の温度
を設定できるが、床暖房を開始するときに設定床温が好みの温度となっていないときには
、設定床温を変更する操作が必要となる。また、温水を用いた床暖房では、温度変化が緩
やかなために設定した温度が好みに合っているか否かの判断が難しく、好みの温度となる
ように暖房するまでに時間を要する。
【０００７】
一方、温水エアコンと床暖房マットを併用して暖房するときには、温水エアコンと床暖房
マットのそれぞれで別々に温度を設定するようになっている。このため、温水エアコンと
床暖房マットを併用して暖房を行ったときに、例えば床面の温度と室温の温度差が大きか
ったり床温に比べて室内温度が高いと不快感を生じる。このような問題を防止するために
は、例えば設定床温に合わせて設定室温を設定する等の操作が必要であり、運転条件の設
定操作に煩わしさが生じる。
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いる温度の何れか一方を前記設定室温及び前記設定床温として選択して設定する選択手段
と、前記記憶手段に前記設定室温ないし前記設定床温とする温度として所定の温度と前記
予め定めている温度範囲内で該所定の温度と異なる温度が記憶され、かつ、この記憶され
ているそれぞれ温度を前記予め定めている所定の温度範囲でそれぞれ変化させる個別の調
整手段と、を含むことを特徴とする暖房システム。

床暖房

（例えば、特開平１１―２３７０
５８号公報を参照）



【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
本発明は上記事実に鑑みてなされたものであり、簡単にかつ快適な暖房状態となるように
設定することができる床暖房装置及び暖房システムを提案することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】

床面に敷設した温水配管内へ温水を循環させて する循環
手段と、前記床面の温度を検出する 検出手段と、設定床温となる温度を任意に設定
可能な 設定手段と、前記 検出手段によって検出する床温が前記 設
定手段によって設定された温度となるように前記循環手段を制御する床暖房制御手段と、
を含む床暖房装置であって、設定床温として予め定めている所定の温度範囲内の温度が記
憶されている記憶手段と、前記 設定手段により設定された温度と前記記憶手段に
記憶されている温度の何れか一方を前記設定床温として選択して設定する選択手段

を
含むことを特徴とする。
【００１０】

選択手段が温度設定手段によって設定された温度と記憶
手段に記憶されている温度の一方を設定床温として選択する。また、記憶手段には予め定
められた所定の温度範囲の温度が記憶されている。
【００１１】
前記記憶手段に記憶される温度は、床暖房を行ったときに適切な暖房状態と感じる床温と
することが好ましく、最適な暖房状態と感じる床温とすることがより好ましい。これによ
り、記憶手段に記憶されている温度を設定床温として選択することにより、暖房不足や暖
房の効きすぎと感じる床暖房状態となることがなく、簡単に適切な床暖房を行うことがで
きる。
【００１２】
また、

記憶手段に記憶されている温度を調整手段によって変化させることにより
、予め定めている所定の 任意の温度を設定床温として設定することがで
きる。
【００１３】
この予め定めている所定の温度範囲を、床暖房を行ったときに適切な暖房状態と感じる温
度範囲とすることにより、床暖房を行ったときに暖房不足や暖房の効きすぎ感を生じるこ
とがない適切な暖房状態となる範囲内で好みの床温とすることができる。
【００１４】

【００１５】
この 発明によれば、空気調和機と床暖房装置を用いた併用暖房を行うと
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請求項１に記載の発明は、 床暖房
床温度

床暖温度 床温度 床暖温度

床暖温度
と、前

記記憶手段に記憶されている温度が選択手段によって設定床温として選択されているとき
、この選択された設定床温を予め定めている所定の温度範囲で変化させる調整手段と、

請求項１に記載の発明によれば、

前記記憶手段に記憶されている温度が選択手段によって設定床温として選択されて
いるとき、前記

温度範囲における

請求項２に記載の発明は、室内ユニットに設けた放熱器内を循環する温水によって加熱し
た空気を室内へ吹出すことにより室温が設定室温となるように空調暖房する空気調和機と
、床面に敷設した温水配管内へ温水を循環させることにより床面の温度が設定床温となる
ように床暖房する床暖房装置と、を含む暖房システムであって、設定室温及び設定床温と
なる温度のそれぞれを任意の温度に設定可能な室温設定手段及び床暖温度設定手段と、設
定室温及び設定床温として予め定めている所定の温度範囲の温度がそれぞれ記憶されてい
る記憶手段と、前記室温設定手段及び床暖温度設定手段によりそれぞれ設定された温度と
前記記憶手段に記憶されている温度の何れか一方を前記設定室温及び前記設定床温として
選択して設定する選択手段と、前記記憶手段に前記設定室温ないし前記設定床温とする温
度として所定の温度と前記予め定めている温度範囲内で該所定の温度と異なる温度が記憶
され、かつ、この記憶されているそれぞれ温度を前記予め定めている所定の温度範囲でそ
れぞれ変化させる個別の調整手段と、を含むことを特徴とする。

請求項２に記載の



きに、選択手段によって記憶手段に記憶されている温度を設定室温及び設定床温として選
択して設定することができる。
【００１６】
記憶手段に記憶される温度は、設定床温となる温度が床暖房を行ったときに適切な暖房状
態ないし最適な暖房状態と感じる温度であり、設定室温となる温度が床暖房と併用して空
気調和機によって暖房するときに適切な室温と感じる温度ないし最適な室温と感じる温度
とする。これによって、併用暖房時に設定室温と設定床温とを互いの温度を考慮して設定
する煩わしい操作を行うことなく、床温と室温を合わせて最適な暖房状態となるようにす
ることができる。
【００１７】

この発明によれば、例えば記憶手段に設定室温となる温度を複数記憶させておき、
複数の温度の何れかを選択して設定する。設定室温が異なれば暖房能力も異なり、設定室
温を低い温度に設定することにより暖房に必要なエネルギーの消費量も低くなる。
【００１８】
したがって、選択手段によって選択する簡単な操作で、一方の温度を設定室温としたとき
には、最適な暖房状態とすることができ、また、他方の温度を設定室温としたときには、
適切な暖房状態でかつ省エネ効果が得られる暖房状態とすることができる。
【００１９】

この発明によれば、記憶手段に記憶されている設定室温となる温度と設定床温と
なる温度のそれぞれを、予め定めている温度範囲で調整できるようにしている。設定床温
となる温度の調整範囲は、床暖房を行ったときの床温が適切な暖房状態と感じる範囲とし
、設定室温となる温度は、床温が適切な暖房状態と感じる温度範囲となるように床暖房を
行う併用暖房時に、室温が適切な暖房状態と感じる温度範囲とする。
【００２０】
これにより、選択手段によって選択する簡単な操作で、併用暖房時に室温と床温の温度差
等による不快感や暖房不足、暖房の効きすぎ等を感じることのない範囲で好みの暖房状態
に設定することができる。
【発明の実施の形態】
【００２１】
以下に本発明の実施の形態を説明する。
【００２２】
図１に示されるように、本実施の形態に適用した空調システム１１は、温水を用いて暖房
を行う温水空気調和機（以下「温水エアコン１０」と言う）と、温水を用いて床暖房を行
う床暖房装置１４０を備えている。
【００２３】
温水エアコン１０は、空調する室内に設置される室内機１２と、屋外に設置される室外機
１４によって構成され、床暖房装置１４０は、室外機１４と床暖房マット１４２によって
構成されている。また、室内機１２の近傍には、室内機１２と室外機１４に接続された連
動コントローラ２０が設けられている。
【００２４】
図１及び図３に示されるように、温水エアコン１０の室内機１２内には、冷凍サイクルに
よって循環される冷媒用の熱交換器である蒸発器１６と、温水が循環される温水用の熱交
換器である放熱器１８を備えた室内ユニット２２が設けられている。また、室外機１４は
、室内ユニット２２の蒸発器１６との間で冷媒を循環する冷凍サイクルを形成する冷媒ユ
ニット２４と、温水を生成すると共に生成した温水を室内ユニット２２の放熱器１８との
間で循環させる熱源ユニット２６によって構成されている。
【００２５】
なお、蒸発器１６と放熱器１８は、一体に連結されたものであっても良く、別々に設けら
れているものであっても良い。また、室外機１４は、冷媒ユニット２４と熱源ユニット２
６とが同一のケーシング内に収容されている一体型であっても良く、それぞれが別々のケ
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また、

さらに、



ーシングに収容されている別体型であっても良い。さらに、熱源ユニット２６としては、
給湯用の温水の生成を兼ねるものであっても良い。
【００２６】
図３に示されるように、室内ユニット２２内の蒸発器１６には、冷媒配管２８Ａ、２８Ｂ
の一端がそれぞれ接続されており、冷媒配管２８Ａ、２８Ｂの他端は、それぞれ冷媒ユニ
ット２４のバルブ３２、４８に接続されている。バルブ３２は、マフラー３４Ａ、アキュ
ムレータ３８、コンプレッサ４０、マフラー３４Ｂを介して熱交換器（凝縮器）４２に接
続され、さらに、キャピラリチューブ４４及びストレーナ４６を介してバルブ４８に接続
されており、これによって、室内ユニット２２と冷媒ユニット２４との間で冷凍サイクル
が形成されている。
【００２７】
冷媒ユニット２４は、温水エアコン１０が冷房運転ないし除湿運転（ドライ運転）に設定
されると、コンプレッサ４０を駆動して冷媒の循環を行い、室内ユニット２２ないの蒸発
器１６を通過する空気を冷却する。なお、冷媒ユニット２４では、必要に応じて冷却ファ
ン５３を作動させて熱交換器４２を冷却し、冷媒の凝縮効率の低下を防止している。また
、温水エアコン１０では、熱交換器温度センサ（図示省略）を用いて冷房運転時に室内ユ
ニット２２の蒸発器１６が所定温度以下（例えば６．４°Ｃ以下）とならないようにコン
プレッサ４０の能力を制御している。図３には、矢印によって冷媒の流れと後述する温水
の流れを示している。
【００２８】
室内ユニット２２の放熱器１８には、温水入口ニップル６６Ａ、６６Ｂが設けられており
、温水入口ニップル６６Ａから供給される温水が温水出口ニップル６６Ｂへ向けて放熱器
１８内を流れるようになっている。温水入口ニップル６６Ａには、例えばフレキシブルな
温水配管（以下「温水チューブ」という）３０Ａの一端が接続され、温水出口ニップル６
６Ｂには、流量可変弁６８を介して温水チューブ３０Ｂの一端が接続される。また、温水
チューブ３０Ａ、３０Ｂの他端は、それぞれ熱源ユニット２６に設けられている温水出口
ニップル５６Ｂ、温水入口ニップル５６Ａに接続される。
【００２９】
熱源ユニット２６は、温水出口ニップル５６Ｂに温水熱交換器６４、ポンプ６２及びプレ
ッシャタンク６０を介して温水入口ニップル５６Ａが接続されている。これによって、室
内ユニット２２と温水ユニット２６の間で密閉された温水の循環路が形成される。
【００３０】
熱源ユニット２６は、ガス電磁弁１８０Ａ、１８０Ｂ及びガス比例弁１８２を介して機外
からガスバーナー７０へ供給される燃焼用のガスを燃焼させることにより、温水熱交換器
６４内の水を加熱して暖房用の温水を生成する。この温水はポンプ６２の作動により室内
ユニット２２の放熱器１８の間で循環される。なお、プレッシャタンク６０は、プレッシ
ャキャップ５８を介してドレンタンク７２に接続されており、水温（温水の温度）が上昇
して内圧が所定値（例えば０．９ kg/cmU）以上となると、プレッシャキャップ５８の圧力
弁が作動して、温水をドレンタンク７２へ排出して配管内の圧力上昇を防止する。また、
温水の温度が低下して内圧が所定値未満となることにより、ドレンタンク７２から水が回
収される。
【００３１】
温水エアコン１０は、冷房モードで運転しているときには、熱源ユニット２６の作動（温
水の生成等）を停止させると共に、可変流量弁６８を閉じている（動作ステップ０）が、
ドライ運転時又は暖房運転時には、流量可変弁６８を開き、熱源ユニット２６内で生成さ
れた温水が放熱器１８内を循環して、放熱器１８を通過する空気を加熱する。このとき、
熱源ユニット２６には、温水熱交換器６４と温水出口ニップル５６Ｂの間に高温サーミス
タ（図示省略）が設けられており、この高温サーミスタによる検出温度が所定温度となる
ように温水の温度を制御している。
【００３２】
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なお、流量可変弁６８は、室内温度と設定温度（設定室温）に応じて開度が制御され、開
度に応じた流量の温水が放熱器１８内を循環する。また、熱源ユニット２６は、暖房運転
を開始する立ち上げ時には、温水の温度を高温側（例えば約８０℃）となるようにし、立
ち上げ終了後は、温水の温度が低温側（例えば約６０℃）となるようにしている。
【００３３】
室内ユニット２２には、クロスフローファン９０が設けられている。また、図２に示され
るように、室内ユニット２２が収容されている室内機１２のケーシング３６には、吸込み
口５０及び吹出し口５２が形成されている。
【００３４】
室内ユニット２２では、クロスフローファン９０を作動させることにより、吸込み口５０
から室内の空気を吸込んで、吹出し口５２から吹出す。このとき、吹出し口５２から吹出
される空気が蒸発器１６ないし放熱器１８を通過する時に温調されることにより室内が空
調される。なお、吹出し口５２には、上下フラップ５４と図示しない左右フラップが設け
られており、上下フラップ５４と左右フラップによって吹出し口５２から吹き出される温
調した空気の吹出し方向が変えられる。
【００３５】
図４に示されるように、室内ユニット２２には、マイクロコンピュータ（以下「マイコン
１００」と言う）を備えたコントロール基板１０２が設けられており、このコントロール
基板１０２に電源基板１０４、表示基板１０６、スイッチ基板１０８と共に、パワーリレ
ー１１０、温度ヒューズ１１２、流量可変弁６８、クロスフローファン９０を駆動するフ
ァンモータ１１４、上下フラップ５４を制御するルーバーモータ１１６が接続されている
。
【００３６】
室内ユニット２２では、電源基板１０４へ運転用の交流電力が供給されることにより、こ
の交流電力が電源基板１０４によって所定の電力に変換されてコントロール基板１０２へ
供給される。また、室内ユニット２２に供給された交流電力は、端子板１３２から室外機
１４の熱源ユニット２６へ供給されると共に、パワーリレー１１０を介して端子板１３２
から室外機１４の冷媒ユニット２４へ供給される。すなわち、温水ユニット２６には、室
内ユニット２２と同様に常に運転用の電力が供給され、冷媒ユニット２４は、コントロー
ル基板１０２からの信号によってパワーリレー１１０をオンすることにより供給される電
力によって運転される。
【００３７】
また、コントロール基板１０２には、蒸発器１６の温度を検出する熱交温度センサ１１８
、室内の湿度を検出する湿度センサ１２０、放熱器１８の温度を検出する温水熱交換器セ
ンサ１２２、ガス欠センサ１２４等と共に、ケーシング３６の吸込み口５０から吸込まれ
る空気の温度を室内温度として検出する室温センサ１２６が接続されている。
【００３８】
表示基板１０６には、表示ＬＥＤ１２８等が設けられている。図２に示されるように、室
内機１２のケーシング３６には、表示部８２が設けられており、表示基板１０６の表示Ｌ
ＥＤ１２８等がこの表示部８２上に配置されている（図２では図示省略）。これにより、
表示部８２の表示ＬＥＤ１２８の点灯状態によって温水エアコン１０の運転状態（運転 / 
停止及び運転モード等）を判断できるようになっている。
【００３９】
また、図４に示されるように、室内ユニット２２のコントロール基板１０２には、通信Ｉ
／Ｆ（図示省略）が設けられており、この通信Ｉ／Ｆを介して冷媒ユニット２４及び連動
コントローラ２０に接続されている。コントロール基板１０２には、シリアル通信によっ
て後述する連動コントローラ２０から操作信号等が入力される。温水エアコン１０は、連
動コントローラ２０から入力される操作信号等と室内温度に基づいて空調運転を行う。こ
のとき、マイコン１００は、冷媒ユニット２４の図示しないコントローラのマイコンとの
間でシリアル通信を行うことにより、空調運転時の冷媒ユニット２４の作動を制御してい
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る。
【００４０】
すなわち、温水エアコン１０は、運転モード、設定温度（設定室温）等の運転条件を示す
操作信号が連動コントローラ２０から入力されて空調運転が指示されると、設定室温と室
温に基づいて冷房ないし暖房能力を制御しながら室温が設定室温となるように空調運転を
行う。例えば、自動運転モードで暖房運転を行うときには、ファジー演算によって室内温
度の変化を予測しながら暖房能力、送風量及び風向等を制御する。なお、室内ユニット２
２の空調能力の制御、冷媒ユニット２４の構成及びシリアル通信による冷媒ユニット２４
の制御は、従来公知の構成及び方法を適用でき、本実施の形態では詳細な説明を省略する
。
【００４１】
図５に示されるように、熱源ユニット２６には、図示しないマイコンを備えたコントロー
ル基板１７４が設けられている。コントロール基板１７４には、電源トランス１７６、温
水循環用のポンプ（ポンプモータ）６２、ガスバーナー７０を点火するイグナイタ１７８
、ガスバーナー７０へ燃焼ガスを供給するガス電磁弁１８０Ａ、１８０Ｂ及びガス比例弁
１８２、給気用のファンモータ１８４等が接続されている。コントロール基板１７４は、
室内ユニット２２の端子板１３２から供給される電力を電源トランス１７６によって変圧
し、ポンプ６２等の駆動用の電力を得ている。
【００４２】
また、コントロール基板１７４には、温水熱交換器６４から送り出される温水の温度を測
定する高温サーミスタ１８６、外気温度を検出する外気温度センサ１８８、ファンモータ
１８４の回転検出器１９０等が接続されており、コントロール基板１７４は、これらのセ
ンサによって熱源ユニット２６内の各機器の作動状態を監視しながら温水の生成及び循環
を制御する。
【００４３】
なお、コントロール基板１７４には、温度ヒューズ１９２、ハイリミットスイッチ１９４
等が接続され、また、ポンプ試験端子１９６、外部に動作状態等を表示する動作モニタ用
端子１９８と共に、設定スイッチ２００、ガスバーナー７０の点火時に点灯する燃焼ラン
プ２０２、故障時のエラーコード等を表示する故障表示ＬＥＤ２０４、メンテナンス用ス
イッチ２０６、二次圧調整ボリューム２０８等が設けられている。
【００４４】
図１及び図３に示されるように、床暖房装置１４０を構成する床暖房マット１４２は、室
内の床面に敷かれるマット１４４内に温水チューブ１４６が織込まれており、温水が温水
チューブ１４６内を循環することによりマット１４４の表面が暖められる。なお、床暖房
装置としては、室内の床板内または床板の下側に温水配管を敷設した床暖房ユニットを用
いても良い。
【００４５】
図３に示されるように、熱源ユニット２６には、温水入口ニップル５６Ａ、温水出口ニッ
プル５６Ｂのそれぞれに温水入口ニップル８０Ａ、温水出口ニップル８０Ｂが併設されて
いる。また、床暖房マット１４２には、温水チューブ１４６の両端に温水入口ニップル８
４Ａ、８４Ｂが設けられている。
【００４６】
温水入口ニップル８４Ａには、温水チューブ８６Ａの一端が接続され、この温水チューブ
８６Ａの他端が熱動弁７６を介して熱源ユニット２６の温水出口ニップル８０Ｂに接続さ
れる。また、温水出口ニップル８４Ｂには、温水入口ニップル８０Ａとの間が温水チュー
ブ８６Ｂに接続される。これにより、熱源ユニット２６に床暖房マット１４２が接続され
、熱源ユニット２６のポンプ６２が作動すると、熱動弁７６の開閉に応じて温水チューブ
１４６内へ温水が循環される。
【００４７】
図５に示されるように、この熱動弁７６は、熱源ユニット２６のコントロール基板１７４
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に接続されており、このコントロール基板１７４によって開閉が制御される。また、コン
トロール基板１７４には、通信Ｉ／Ｆ基板１３６が設けられており、この通信Ｉ／Ｆ基板
１３６を介して連動コントローラ２０に接続されている。コントロール基板１７４には、
通信Ｉ／Ｆ基板１３６を介して連動コントローラ２０から操作信号等が入力される。また
、コントロール基板１７４は、通信Ｉ／Ｆ基板１３６を介して連動コントローラ２０へ運
転状態等を出力する。
【００４８】
熱源ユニット２６では、例えば表１に示されるように、熱動弁７６のオン／オフ制御する
ときのデューテー比が複数段階に設定されており、連動コントローラ２０から操作信号等
と共に動作ステップを指定する信号が入力されることにより、該信号に応じた動作ステッ
プ（デューテー比）で熱動弁７６の開閉を行う。
【００４９】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
床暖房マット１４２は、熱動弁７６のオン／オフに応じて温水チューブ１４６内を循環さ
れる温水によってマット１４４が加熱される。
【００５０】
なお、本実施の形態では、１サイクルを２０ min （２０分）としてデューテー比を設定し
ており、通常、ステップ１以上で運転される。また、ステップ１６は、床暖房ユニット１
４２が運転を停止した状態となる。また、図１及び図５に示されるように、熱源ユニット
２６には、床暖房マット１４２のマット１４４内に設けられている図示しないサーミスタ
等の温度検出手段からの信号線１４８が接続されており、信号線１４８を介してマット１
４４の温度が所定値（例えば３１°Ｃ）を越えたことを検出すると温水の循環を停止させ
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る。
【００５１】
図６に示されるように、連動コントローラ２０は、マイコン１５０を備えたコントロール
基板１５２に、データ通信用の通信Ｉ／Ｆ基板１５４及びシリアル通信用の通信Ｉ／Ｆ基
板１５６が接続されている。また、連動コントローラ２０内には、温度検出基板１５８及
び受信基板１６０が設けられており、これらがコントロール基板１５２に接続されている
。
【００５２】
図２に示されるように、連動コントローラ２０には、受信窓１６２が形成されており、こ
の受信窓１６２へ向けてシステムリモコン１３０を操作することにより、システムリモコ
ン１３０から送出される操作信号が受信基板１６０で受信される。
【００５３】
図７に示されるように、システムリモコン１３０は、ＬＣＤ等の表示手段を用いた表示部
８７と、温水エアコン１０と床暖房マット１４２の運転条件の設定を行うための種々の操
作ボタンが配置された操作パネル８８が設けられている。すなわち、システムリモコン１
３０は、温水エアコン１０の運転を操作と床暖房マット１４２の運転操作機能を兼ね備え
たマルチタイプリモコンとなっており、表示部８７には、操作パネル８８上で設定された
温水エアコン１０と床暖房マット１４２の運転条件等が表示される。なお、操作パネル８
８はカバー８９を開くことにより開放される。
【００５４】
操作パネル８８には、運転／停止ボタン９１、温度設定ボタン９２、

温水エアコン１０用の温度下げボタン９３Ａと温度上げボタン９３Ｂ、
床暖房マット１４用の温度下げボタン９４Ａと温度上げボタン９４Ｂと共に、

冷暖切替ボタン９５、 床暖房ボタン９６が設けられている。冷暖切替ボ
タン９５を操作することにより、運転モードが「冷房」、「自動」、「暖房」、「暖房、
床暖房」、「床暖房」、「ドライ」、「送風」と切り替わり、さらに冷暖切替ボタン９５
を操作することにより「冷房」モードに切り替わる。また、システムリモコン１３０には
、通常のエアコンのリモコンスイッチと同様に、風向（上下フラップ５４の向き）、風量
（クロスフローファン９０の回転数）及びタイマ運転等の設定が可能となっている。
【００５５】
温水エアコン１０は、「冷房」、「自動」、「暖房」「暖房、床暖房」、及び「ドライ」
モードで運転される。また、床暖房マット１４２は、「暖房、床暖房」及び「床暖房」モ
ードで運転され、「暖房・床暖房」モードに設定されているときに、床暖房ボタン９６を
操作することにより、温水エアコン１０と床暖房マット１４２の運転が「自動コンフォト
」モード、「自動エコノミ」モード及び「手動」モードに切り替えられ、「床暖房」モー
ドに設定されているときに床暖房ボタン９６を操作することにより床暖房マット１４２の
運転が「自動」モード及び「手動」モードに切り替えられる。「手動」は、設定温度（設
定室温及び設定床温）をマニュアル操作によって設定する運転モードとなっている。
【００５６】
温度下げボタン９３Ａと温度上げボタン９３Ｂの操作によって温水エアコン１０によって

する室内温度（設定室温）が設定されると、この設定室温がシステムリモコン１
３０の表示部８７に数値として表示される。また、温度下げボタン９４Ａと温度上げボタ
ン９４Ｂの操作によって床暖房マット１４２によって 房する温度（設定床温）の設定
が行われ、表示部８７に設定床温に応じた表示がなされる。設定床温の表示は、数値とし
て表示しても良く、また、表２に示されるように、例えば７段階の温度レベルの何れに設
定されているかの表示が行われる。
【００５７】
【表２】
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なお、温水エアコン１０と床暖房マット１４２が同時に運転される併用暖房時には、表示
部８７に設定室温と設定床温の温度レベルの何れか少なくとも一方が表示される。
【００５８】
システムリモコン１３０は、冷暖切替ボタン９５の操作によって運転モードが設定された
状態で運転／停止ボタン９１を操作することにより温水エアコン１０ないし床暖房マット
１４２の運転開始を指示する操作信号と設定されている運転条件に基づいた操作信号を送
出する。この操作信号等が連動コントローラ２０の受信基板１６０に受信される。なお、
システムリモコン１３０では、カバー８９を閉じた状態でも、運転／停止ボタン９１の操
作が可能となっている。
【００５９】
図６に示されるように、連動コントローラ２０に設けられている温度検出基板１５８には
、 輻射センサ１６４が設けられている。この輻射センサ１６４は
、被測定物から発せられる赤外線を受信して、被測定物の表面温度を１℃程度の誤差範囲
で正確に検出できるようになっている。すなわち、図２に示されるように、連動コントロ
ーラ２０には、集光レンズ１６６が設けられており、この集光レンズ１６６が向けられて
いる被測定物が表面温度に応じて発する赤外線を輻射センサ１６４によって受光する。
【００６０】
空調システム１１では、床暖房マット１４２によって床暖房が行われているときには連動
コントローラ２０に設けている輻射センサ１６４によって、マット１４４の表面温度を床
温として検出してコントロール基板１５２へ出力する。なお、集光レンズ１６６と輻射セ
ンサ１６４を一体でスイングさせて る所定の領域の温度（複数個所の温度）を
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検出して、検出温度の平均値等を室温として用いても良い。すなわち、輻射センサ１６４
によって床温と共に室温を検出するようにしても良い。
【００６１】
図７に示されるように、システムリモコン１３０には、操作パネル８８上にセンサ切替ス
イッチ９７が設けられている。また、システムリモコン１３０内には、従来のエアコン用
のリモコンスイッチと同様に温度センサが内蔵されており、この温度センサによってシス
テムリモコン１３０の周囲の温度を室温として検出できるようになっている。
【００６２】
空調システム１１では、センサ切替スイッチ９７の操作によってシステムリモコン１３０
内の図示しない温度センサ、室内ユニット２２内の室温センサ１２６及び連動コントロー
ラ２０に設けられている輻射センサ１６４の何れかを選択することにより、選択したセン
サによって検出する温度を室温として用いて温水エアコン１０の空調能力の制御に用いる
。このとき、システムリモコン１３０の表示部８７には、選択されている温度センサを判
別可能な表示がなされる。
【００６３】
連動コントローラ２０のマイコン１５０は、システムリモコン１３０から送出された操作
信号を受信すると、この操作信号から、室内ユニット２２及び冷媒ユニット２４に対する
空調用の操作信号（主に温水エアコン１０の室内ユニット２２と冷媒ユニット２４の運転
に関わる操作信号）と、床暖房装置１４０及び熱源ユニット２６に対する温水暖房用の操
作信号を分離し、空調用の操作 通信Ｉ／Ｆ基板１５６を介してシリアル通信によっ
て室内ユニット２２へ送出 室内ユニット２２のマイコン１００は、この操作信号
等に基づいて温水エアコン１０の作動を制御する。
【００６４】
また、連動コントローラ２０のマイコン１５０は、システムリモコン１３０から受信した
操作信号から温水暖房用の操作信号を分離すると、通信Ｉ／Ｆ基板１５４を介して熱源ユ
ニット２６へ出力する。これと共に、マイコン１５０には、熱源ユニット２６及び熱源ユ
ニット２６を用いた床暖房マット１４２の運転状態が、熱源ユニット２６のコントロール
基板１７４から通信Ｉ／Ｆ基板１５４へ入力されるようになっており、連動コントローラ
２０では、熱源ユニット２６及び床暖房マット１４２の運転状態も室内ユニット２２へ送
出するようになっている。すなわち、空調システム１１では、連動コントローラ２０によ
って温水エアコン１０と床暖房装置１４０が接続されている。
【００６５】
ところで、連動コントローラ２０は、設定床温と輻射センサ１６４によって検出した床温
に応じた熱動弁７６の動作ステップを熱源ユニット２６へ出力することにより、床暖房マ
ット１４２の暖房能力を制御している。すなわち、マイコン１５０は、床温が設定床温よ
り低くなっているときには、熱動弁７６のオン時間が長くなるように動作ステップを設定
し、床温が設定床温を越えると熱動弁７６のオン時間が短くなるように動作ステップを設
定する。これによって、床暖房時の床温が設定床温に ようにしている。
【００６６】
一方、システムリモコン１３０は、冷暖切替ボタン９５の操作に 床暖房マット１４
２を単独で運転する「床暖房」モードが選択された状態で、床暖房ボタン９６を操作した
ときには、「自動」モードと「手動」モードの何れかに切り換えられる。連動コントロー
ラ２０は、「手動」モードに設定されたときには、温度下げボタン９４Ａ及び温度上げボ
タン９４Ｂの操作によって設定された設定床温に基づいて床暖房を行う。
【００６７】
図６に示されるように、連動コントローラ２０のコントロール基板１５２には、ＥＥＰＲ
ＯＭ等を用いたメモリ１６８が設けられている。このメモリ１６８には、床暖房時に最も
快適と感じる床温として設定した温度Ｔ sf1 が記憶されており、コントロール基板１５２
のマイコン１５０は、床暖房マット１４２を用いて床暖房を行うときに、システムリモコ
ン１３０の床暖房ボタン９６の操作により「自動」モードに設定されると、メモリ１６８
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に記録されている温度Ｔ sf1 を設定床温（設定床温Ｔ sf）に設定する。これによって、床
温が温度Ｔ sf1 となるように床暖房マット１４２による床暖房が制御される。
【００６８】
一方、メモリ１６８には、温水エアコン１０と床暖房マット１４２を併用して暖房を行う
ときに、設定室温（設定室温Ｔ sr）とする温度が記憶されている。連動コントローラ２０
のマイコン１５０は、システムリモコン１３０の操作によって、温水エアコン１０と床暖
房マット１４２を併用して暖房を行う「暖房・床暖房」モードが選択された状態で、床暖
房ボタン９６の操作によって「自動コンフォト」又は「自動エコノミ」が選択されると、
このメモリ１６８に記憶している温度を設定室温Ｔ srとして温水エアコン１０へ出力する
。すなわち、空調システム１１では、床暖房マット１４２を用いた自動運転では、設定床
温Ｔ sf及び設定室温Ｔ srを予めメモリ１６８に記憶させている温度に自動的に設定する。
【００６９】
メモリ１６８には、設定室温Ｔ srとする温度として温度Ｔ sr1 、Ｔ sr2 （Ｔ sr1 ＞Ｔ sr2 
）を記憶させている。マイコン１５０は、温水エアコン１０と床暖房マット１４２による
併用暖房時に「自動コンフォト」モードが選択されることにより温度Ｔ sr1 を設定室温Ｔ
srとし、「自動エコノミ」モードに選択されることにより、温度Ｔ sr1 より低い温度の温
度Ｔ sr2 を設定室温Ｔ srとする。空調システム１１では、温水エアコン１０による

時の設定室温Ｔ srを下げることにより省エネを図るようにしている。
【００７０】
なお、本実施の形態では、設定室温Ｔ sr及び設定床温Ｔ sfとして設定する温度Ｔ sr1 、Ｔ
sr2 、Ｔ sf1 を記憶するメモリ１６８を連動コントローラ２０に設けた例として説明する
が、メモリ１６８をシステムリモコン１３０に設け、システムリモコン１３０上で自動モ
ード（「自動コンフォト」又は「自動エコノミ」モード）が選択されると、システムリモ
コン１３０が設定室温Ｔ srないし設定床温Ｔ sfとして温度Ｔ sr1 、Ｔ sr2 、Ｔ sf1 を送出
するようにしても良い。
【００７１】
一方、「自動コンフォト」及び「自動エコノミ」モードが選択されることにより設定され
る設定床温Ｔ sf及び設定室温Ｔ srは、それぞれシステムリモコン１３０の温度下げボタン
９３Ａ、９４Ａ及び温度上げボタン９３Ｂ、９４Ｂ（図７参照）の操作によって所定の範
囲で可変可能となっている。
【００７２】
ここで、メモリ１６８に記録される温度Ｔ sf1 、Ｔ sr1 、Ｔ sr2 及びこれらの可変範囲に
ついて図８を参照しながら説明する。
【００７３】
床暖房時には、マット１４４上に着座しているときと椅子に座っているときなどでは、床
面の温度が同じでも暖房感が少なからず異なる。マット１４４上に着座しているときには
、床温が３１℃を越えると低温火傷を生じる恐れがあり、少なくとも床温Ｔ f は、３１℃
以下である必要があり、３０℃以下であることがより好ましい。また、椅子に座るなどし
マット１４４に直接触れていないときには、床温Ｔ f を２５℃以上とすることにより暖房
不足を感じることがない。また、最も快適な暖房感が得られる温度は、２８℃となってい
る。
【００７４】
ここから、図８に示されるように、本実施の形態では、温度Ｔ sf1 を２８℃とし、温度Ｔ
sf1 を設定床温Ｔ sfに設定したときに、この設定床温Ｔ sfを、床暖房を行っているときの
床温として大多数の人が暖房不足や暖房の効きすぎと感じることがない温度である２５℃
～３１℃（２８℃±３℃）の間で可変できるようにしている。
【００７５】
一方、床暖房と併用して温水エアコン１０を用いて室内の を行うときには、室温
Ｔ r が低すぎたり高すぎたりすることにより不快感が生じる。また、床温Ｔ f と室温Ｔ r
従って、床温Ｔ f と室温Ｔ r の温度差は、１２℃以内（Ｔ f －Ｔ r ≦１２℃）であること
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が好ましく、１０℃以内（Ｔ f －Ｔ r ≦１０℃）であることがより好ましい。また、床暖
房と併用して温水エアコン１０によって室内の暖房を図るときには、室温Ｔ r が１８℃以
上、２３℃以下（１８℃≦Ｔ r ≦２３℃）であることが好ましく、これによって、温水エ
アコン１０により暖房するときの暖房不足感及び暖房の効きすぎ感が生じるのを防止する
ことができる。
【００７６】
さらに、椅子に座るなどしているときには、室温Ｔ r が同じでも床温Ｔ f が下がることに
より暖房不足を感じることがあるので、室温Ｔ r 、床温Ｔ f が、それぞれ１８℃≦Ｔ r ≦
２３℃、２５℃≦Ｔ f ≦３１℃の範囲では、２・Ｔ r －Ｔ f≧Ｃ（Ｃは定数）であること
が
ここから、図８に示されるように、併用暖房時には、床温Ｔ f 及び室温Ｔ r が点ａ、ｂ、
ｃ、ｄ、ｅ、ｆの領域内、より好ましくは、点ａ、ｂ、ｇ、ｈ、ｆの領域内であることに
より、快適な暖房状態と感じられ、暖房不足や暖房の効きすぎ感を生じさせることがない
。
【００７７】
一方、併用暖房時に床温が２８℃であるときに、最も快適と感じられる室温は、２１℃（
図８に示す点Ｐ）である。ここから、温度Ｔ sf１に対して温度Ｔ sr1を２１℃として、「
自動コンフォト」モードが選択されることにより、設定床温Ｔ sf及び設定室温Ｔ srは、そ
れぞれ２８℃、２１℃に設定されるようにしている。
【００７８】
また、暖房運転時には設定温度を下げることにより省エネを測ることができる。ただ、床
暖房マット１４２では、床温の変化が緩やかであるために、設定床温Ｔ sfを下げたとして
も必ずしも顕著な省エネ効果が得られるとは限らない。このため、本実施の形態では、設
定室温Ｔ srを下げることにより省エネ効果が得られる 一例として快適な
暖房状態と感じられる領域内で、床温Ｔ f が２８℃のときに最も低い室温Ｔ r （Ｔ r ＝１
８．５℃、図８に示す点Ｑ）を温度Ｔ sr2 としている。これにより、「自動エコノミ」モ
ードが選択されることにより、設定床温Ｔ sf及び設定室温Ｔ srは、それぞれ２８℃、１８
．５℃に設定される。
【００７９】
一方、点ａ、ｂ、ｇ、ｈ、ｆ内の領域では、快適な暖房状態が得られるので、「自動コン
フォト」及び「自動エコノミ」モード時には、この領域内で設定床温Ｔ sf及び設定室温Ｔ
srを温度下げボタン９３Ａ、９４Ａ及び温度上げボタン９３Ｂ、９４Ｂの操作によって可
変することができるようにしている。なお、設定室温Ｔ srは、温度Ｔ sr1 、Ｔ sr2 の２段
階に設定できるようにしているので、設定室温Ｔ srが温度Ｔ sr1 に設定される「自動コン
フォト」が選択されているときには、１９℃～２３℃（±２℃）の範囲で可変できるよう
にし、設定室温Ｔ srが温度Ｔ sr2 に設定される「自動エコノミ」が選択されているときに
は、１８．５℃～２１℃（＋２℃）の範囲で可変できるようにしている。
【００８０】
次に本実施の形態の作用を説明する。
【００８１】
空調システム１１では、温水エアコン１０によって空調を行う場合、システムリモコン１
３０の操作によって温水エアコン１０の運転モード、設定室温Ｔ sr等の運転条件を設定す
る。システムリモコン１３０は設定された運転条件に応じた操作信号を送出し、この操作
信号が連動コントローラ２０によって受信されると、温水エアコン１０は、設定された運
転条件に応じた空調運転を開始する。通常、温水エアコン１０は、室温Ｔ r をシステムリ
モコン１３０上で設定した設定室温Ｔ srに保つように空調能力を制御しながら空調する。
【００８２】
一方、床暖房マット１４２は、システムリモコン１３０の操作によって「暖房・床暖房」
又は「床暖房」モードに設定されることにより 運転を開始し、床温Ｔ f が設定床温
Ｔ sfとなるように暖房能力が連動コントローラ２０によって制御される。例えば、「手動
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」モードが選択された状態で温度下げボタン９４Ａ及び温度上げボタン９４Ｂの操作によ
って設定床温Ｔ sfが設定されると、連動コントローラ２０は、マット１４４の表面温度と
なる床温Ｔ f が設定床温Ｔ sfとなるように輻射センサ１６４によって検出した床温Ｔ f と
設定床温Ｔ sfに基づいて熱動弁７６の開閉するときのデューテー比（オン時間とオフ時間
の比率）を制御する。
【００８３】
これによって、室内は、床温Ｔ r がシステムリモコン１３０によって設定した設定床温Ｔ
sfとなるように暖房され、さらに、この設定床温Ｔ sfに保たれる。
【００８４】
ところで、空調システム１０では、「自動」モードでの床暖房が可能となっている。自動
モードでの床暖房は、システムリモコン１３０の運転切替ボタン９５の操作によって「床
暖房」モードを選択した状態で床暖房ボタン９６を操作して「自動」モード（「自動コン
フォト」又は「自動エコノミ」）を選択することにより設定される。
【００８５】
連動コントローラ２０は、自動モードでの床暖房が選択されることにより、メモリ１６８
に予め記録している温度Ｔ sf1 を設定床温Ｔ sfに設定する。この後、連動コントローラ２
０は、輻射センサ１６４によって検出する床温Ｔ f が設定床温Ｔ sfとなるように熱動弁７
６の動作ステップを設定する。熱源ユニット２６は、設定された動作ステップに応じたデ
ューテー比で熱動弁７６の開閉を制御する。
【００８６】
すなわち、空調システム１１では、システムリモコン１３０の操作によって自動モードで
の床暖房運転が設定されることにより、連動コントローラ２０が設定床温Ｔ sfを予め設定
されている温度に自動的に設定し、床温Ｔ f がこの設定床温Ｔ sfとなるように床暖房を行
う。
【００８７】
この設定床温Ｔ sfとして設定される温度Ｔ sf1 は、床暖房を行っているときに、快適な暖
房状態と感じる床温となっているため、設定床温Ｔ sfを温度下げボタン９４Ａ、温度上げ
ボタン９４Ｂを操作して設定することなく、簡単に快適な暖房状態になる温度に設定する
ことができる。
【００８８】
また、空調システム１１では、自動的に設定床温Ｔ sfを設定した状態で、さらに、さらに
システムリモコン１３０の温度下げボタン９４Ａないし温度上げボタン９４Ｂを操作する
ことにより、設定床温Ｔ sfを調整することができる。例えば、椅子に座るなどして床面か
ら離れているときには、温度上げボタン９４Ｂを操作して設定床温Ｔ sfを上げる。これに
よって、床面（マット１４４）から離れた位置でも十分な暖房効果が得られる。
【００８９】
また、マット１４４上に着座しているときには、床温Ｔ r が温度Ｔ sf1 より下がっても十
分な暖房効果が得られるので、システムリモコン１３０の温度下げボタン９４Ａを操作し
て設定床温Ｔ sfを下げる。この場合でも、設定床温Ｔ sfの調整範囲は、快適な床暖房状態
となる範囲内であるために、快適性が損なわれることがないのは勿論、好みに応じた快適
な暖房感が得られる。
【００９０】
一方、空調システム１１では、「暖房・床暖房」モードが選択された場合、言い換えれば
、温水エアコン１０と床暖房マット１４２の併用運転による暖房を選択した状態で、床暖
房ボタン９６を操作して「自動コンフォト」又は「自動エコノミ」モードを選択すること
により、設定床温Ｔ sfと共に設定室温Ｔ srを、予め設定してメモリ１６８に記憶させてい
る温度に自動的に設定し、室内が設定室温Ｔ sr及び設定床温Ｔ sfとなるように暖房を行う
。
【００９１】
例えば併用運転時に「自動コンフォト」モードが選択されると、連動コントローラ２０の
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マイコン１５０は、設定床温Ｔ sfを温度Ｔ sf１に設定すると共に、設定室温Ｔ srを温度Ｔ
sr1 に設定する。温水エアコン１０は設定室温Ｔ srが温度Ｔ sr1 に設定されることにより
、室温Ｔ r が温度Ｔ sr1 となるように暖房運転を行う。
【００９２】
この設定室温Ｔ srに設定する温度Ｔ sr1 は、床温Ｔ f が設定床温Ｔ sfとなっているときに
、最も快適と感じる温度としている。このため、併用暖房を行うときに、システムリモコ
ン１３０の温度下げボタン９３Ａ及び温度上げボタン９３Ｂを操作して、設定床温Ｔ sfに
合わせて設定室温Ｔ srを設定する作業を行うことなく、簡単に快適な暖房状態とすること
ができる。
【００９３】
また、空調システム１１では、併用暖房時に「自動エコノミ」モードが選択されることに
より、連動コントローラ２０は設定床温Ｔ sfを温度Ｔ sf1 に設定すると共に、設定室温Ｔ
srを温度Ｔ sr2 に設定する。この温度Ｔ sr2 は、床温Ｔ f が温度Ｔ sf1 となっているとき
に、快適な暖房状態と感じる領域内で最も低い温度となっている。
【００９４】
一般に暖房を行う場合、設定温度を下げることにより設定温度が高いときに比べてエネル
ギー消費量を抑えることができる。空調システム１１では、「自動エコノミ」が選択され
ることにより、併用暖房時に快適と感じる温度領域内で、室温Ｔ r を最も低い温度Ｔ sr2 
とすることにより、快適性を損なうことなく、省エネを図ることができる。
【００９５】
このように、空調システム１１では、温水エアコン１０と床暖房マット１４２の併用運転
によって暖房を行うときに自動モードを選択することにより、設定室温Ｔ srと設定床温Ｔ
sfをそれぞれ快適な暖房状態と感じる室温Ｔ r 及び床温Ｔ fに設定する。これにより、シ
ステムリモコン１３０の温度下げボタン９３Ａ、９４Ａ及び温度上げボタン９３Ｂ、９４
Ｂを用いて併用暖房時に快適な暖房状態となるように設定床温Ｔ sfを設定すると共に設定
床温Ｔ sfに基づいて設定室温Ｔ srを設定する操作を行うことなく、設定室温Ｔ sr及び設定
床温Ｔ sfを簡単にかつ適切な温度に設定することができる。
【００９６】
一方、「自動コンフォト」又は「自動エコノミ」モードを選択することにより設定される
設定床温及び設定室温のそれぞれは、温度下げボタン９３Ａ、９４Ａ及び温度上げボタン
９３Ｂ、９４Ｂの操作によって予め設定されている範囲内で可変することができる。設定
室温Ｔ sr及び設定床温Ｔ sfは、それぞれ併用暖房時に快適な暖房感が得られるように設定
されている領域内に限られるため、暖房される室内の快適性を損なうことなく、好みの暖
房状態とすることができる。
【００９７】
なお、以上説明した本実施の形態では、本発明の構成を限定するものではない。本実施の
形態では、空気調和機と暖房時に温水を用いる温水エアコン１０を用いて説明したが、本
発明は、空気調和機として冷凍サイクルを用いて冷暖房を行う一般的な構成の空気調和機
を用いても良い。
【００９８】
また、本実施の形態では、設定床温Ｔ sfを２８℃として、設定室温Ｔ srを２１℃及び１８
．５℃としたが、これに限らず、快適な暖房状態と感じる領域内であれば何れの温度に設
定しても良い。また、快適な暖房状態を感じる領域が、気象条件や暖房する室内の条件等
の環境条件によって変わるときには、この環境条件に応じて設定床温Ｔ sf、設定室温Ｔ sr
を変えるようにしても良い。すなわち、環境条件等に応じて快適な暖房状態となる室温Ｔ
r と床温Ｔ f の温度範囲を設定し、この温度範囲内で設定室温Ｔ sr及び設定床温Ｔ sfが設
定されるようにしても良い。
【００９９】
さらに、本実施の形態では、設定室温Ｔ srを２段階に設定したが、例えば設定床温Ｔ sfも
省エネを考慮して２段階以上に設定しても良い。
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【０１００】
また、本実施の形態では、床暖房マット１４２と温水エアコン１０の室内ユニット２２と
は別に連動コントローラ２０を設けたが、連動コントローラ２０としては、室内ユニット
２２と共に室内機１２に内蔵されたものであっても良く、連動コントローラ２０による設
定床温Ｔ sfを床温Ｔ f に基づいた床暖房マット１４２の暖房能力の制御機能を室外機１４
に内蔵させても良い。すなわち、温水エアコン１０の室内ユニット２２で設定室温Ｔ srと
共に設定床温Ｔ sfを設定し、室外機１４（熱源ユニット２６）によって設定床温Ｔ f を床
温Ｔ f に基づいた床暖房マット１４２の暖房能力の制御を行っても良い。
【発明の効果】
【０１０１】

【０１０２】

【図面の簡単な説明】
【０１０３】
【図１】本実施の形態に適用した空調システムを示す概略構成図である。
【図２】空調システムを構成する温水エアコンの室内ユニット、中継ユニット及び床暖房
マットの配置を示す概略図である。
【図３】本実施の形態に適用した温水エアコンの冷媒と温水の流路を示す概略系統図であ
る。
【図４】室内ユニットの電気回路の基板構成を示す概略図である。
【図５】熱源ユニットの電気回路の基板構成を示す概略図である。
【図６】本実施の形態に適用した連動コントローラを示す概略構成図である。
【図７】本実施の形態に適用したシステムリモコンの一例を示す概略平面図である。
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　請求項１に記載の本発明によれば、床面に敷設した温水配管内へ温水を循環させて床暖
房する循環手段と、前記床面の温度を検出する床温度検出手段と、設定床温となる温度を
任意に設定可能な床暖温度設定手段と、前記床温度検出手段によって検出する床温が前記
床暖温度設定手段によって設定された温度となるように前記循環手段を制御する床暖房制
御手段と、を含む床暖房装置であって、設定床温として予め定めている所定の温度範囲内
の温度が記憶されている記憶手段と、前記床暖温度設定手段により設定された温度と前記
記憶手段に記憶されている温度の何れか一方を前記設定床温として選択して設定する選択
手段と、前記記憶手段に記憶されている温度が選択手段によって設定床温として選択され
ているとき、この選択された設定床温を予め定めている所定の温度範囲で変化させる調整
手段と、を含む構成としたから、予め適切な床暖房状態となる温度を記憶手段に記憶させ
ることにより、床暖房時に簡単にかつ適切な暖房状態となる設定床温を選択することがで
き、また、設定床温を予め定められた温度範囲でのみ調整可能であり、暖房感を損ねるこ
となく好みの床暖房状態を実現できる。

　請求項２に記載の本発明によれば、室内ユニットに設けた放熱器内を循環する温水によ
って加熱した空気を室内へ吹出すことにより室温が設定室温となるように空調暖房する空
気調和機と、床面に敷設した温水配管内へ温水を循環させることにより床面の温度が設定
床温となるように床暖房する床暖房装置と、を含む暖房システムであって、設定室温及び
設定床温となる温度のそれぞれを任意の温度に設定可能な室温設定手段及び床暖温度設定
手段と、設定室温及び設定床温として予め定めている所定の温度範囲の温度がそれぞれ記
憶されている記憶手段と、前記室温設定手段及び床暖温度設定手段によりそれぞれ設定さ
れた温度と前記記憶手段に記憶されている温度の何れか一方を前記設定室温及び前記設定
床温として選択して設定する選択手段と、前記記憶手段に前記設定室温ないし前記設定床
温とする温度として所定の温度と前記予め定めている温度範囲内で該所定の温度と異なる
温度が記憶され、かつ、この記憶されているそれぞれ温度を前記予め定めている所定の温
度範囲でそれぞれ変化させる個別の調整手段と、を含む構成であるから、床暖房と空調暖
房の併用暖房時に、簡単にかつ適切な暖房状態となる設定床温と設定室温を選択すること
ができ、また、設定床温と設定室温は予め定められた温度範囲でのみ調整可能であり、暖
房感を損ねることなく好みの床暖房と空調暖房による暖房状態とすることができる。



【図８】快適と感じる暖房状態が得られる床温と室温の領域を示す線図である。
【符号の説明】
【０１０４】
１０　　温水エアコン（空気調和機）
１１　　空調システム（暖房システム）
２０　　連動コントローラ
２２　　室内ユニット
２４　　冷媒ユニット
２６　　熱源ユニット
６２　　ポンプ（循環手段）
６４　　温水熱交換器
７６　　熱動弁（循環手段）
９３Ａ、９４Ａ　　温度下げボタン（ 設定手段、調整手段）
９３Ｂ、９４Ｂ　　温度上げボタン（ 温度設定手段、調整手段）
９５　　冷暖切替ボタン
９６　　床暖房ボタン（選択手段）
１３０　　システムリモコン
１４０　　床暖房装置
１４２　　床暖房マット
１５２　　コントロール基板
１５８　　温度検出基板（室温検出手段）
１６４　　輻射センサ（ 検出手段）
１６８　　メモリ（記憶手段）
１７４　　コントロール基板
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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